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人工採苗アワビの放流追跡調査

小田切明久 ･福田 慎作 ･佐藤 敦 ･宝多 森夫

は じ め に

階上村および佐井村の両地先に､人工採苗アワビを放流し､追跡調査を行なったので､その状況を報

告する｡

放流および調査方法

放流場所は､第 1図および第 2図に示した階上村地先の荒谷 ･A､追越 ･B､追越 ･Cおよび佐井村

原田地先の 4カ所である｡ 放流場所の水深はいずれも2.0- 3.0mである｡

放流および追跡調査の時期は第 1表に示したとおりである｡

放流および追跡調査はスキューバ潜水により行ない､追跡調査の際には各放流場所付近の数カ所で枠

取 り採捕により底生生物の生息状況をあわせて調べた｡

第 1表 放流および追跡調査の時期

荒 谷

追 越第 1図 階上村地先の放

流場所第 2図 佐井村原田地先の放

流場所-150- 放 流 場 所 放

流 時 期 追跡調査時期防上村 荒谷.A 昭 51.ll.22 昭 52.7.6昭 52

.10.18昭 53.6.22昭 52.10.18 昭 53.6.22

昭 53.6.22 昭 53.6.29追越.B 昭 51.ll.22 昭 52.
7.6昭 52.10.18昭 53.6.29

昭 552.10.18 昭 53.6.29追越.C 昭

53.6.22 昭 53.6.29昭 53.ll.15佐井村 原 田

昭 51.ll.13 昭 52.10.26昭

53.10.31昭 52.10.26



調 査 結 果

階上村地先および佐井村原田地先におけるアワビの放流および追跡調査の状況を第 2表に､両地先の

放流場所付近の底生生物の生息状況をそれぞれ､第 3表､第 4表に示した｡又､両地先に放流したアワ

ビ椎貝の殻長組成､追跡調査で再捕された放流アワビの殻長組成および放流時の殻長組成を第 3図から

第16図に示した｡

第 2表 アワビの放流および追跡調査の状況

放 流場 所 放 流 の 状 野 追 跡 調 査 の 状

況放流年月日 放 流個体数 放 流 個 体 の平 均 殻 長 調査年月日 再 捕 個 体 数 再 捕 個

体 の平 均 殻 長防上村 荒谷.A 昭51.ll.22 個 mm 昭52.7.6昭52.10.18

昭53.6.22 個 mm10,000 (10- 24ntm)16 340 (16-

19mtm)18(29-37m)33昭52.10.18 5,000 (

15- 34m )20 昭53.6.22 0 -昭53.6.22 7,500 (1

0- 24mm)15 昭53.6.29 分散状況の観察 -追越.B 昭51.ll.22 10,000 (10- 24mf)16 昭52.7.6昭52

.10.18昭53.6.29 240 15(27-29mm)28昭

52.10.18 5,000 (15- 34mm)20 昭53.6.29 0 -追越.C 昭53.6.22 7,500 (10- 24

mm)15 昭53.6.29昭53.ll.15 分散状況の観察24 (22-39mmT)32堤井 原 田村 昭51.ll.13 7,500 (14- 42mm

)21 昭52.10.26昭53.10.31 8324 (22-55mTnt)34(39-61mm)4

8昭52.10.26 3,880 (10- 29m?W)21 昭53.10.31 5

6 (26-50mtm)37昭53.10.ll 33,500 (

12- 27m )19 昭53.10.31 分散状況の観察 -第 3表 階上村地先の放流場所付近の枠取 り調査による

1m2当りの生物の生息状況採集生物 昭 52.7.6 昭 52.10.18 昭 53

.6.22 昭53.6B 昭53.ll.15荒谷

.A 追越 .B 荒谷 .A 追越 .B 荒谷.A 追越.C 追越..B 追越 .C個

9 個 9 個 9 個 9 個 9 個 9 個 9 個 9エ ゾ ア ワ ビ 4.5 3640.7 92 4.7 288 4.7 463 21

39 0 0 1 122 0 0キタムラサキ ウニ 0 00 0 0.3 3

11.3 135 1.3 81 0 04 0 0エ ゾ バ フ ン ウニ 0 04 341 0 0 1.3 177 0000 0 0 0
0イ 卜マ キ ヒ トデ 3 38 1.3 25 4 34 1 199



第 4表 佐井村原田地先の放流場所

付近の枠取り調査による1
m2当りの生物の生息状況

採集生物 昭 52.10.26 昭 53.10.31個 9

個 9エ ゾ ア ワ ビ 0

0 0.6 30キタムラサキウニ

0 0 0.4 48エゾバフンウニ 0 0 0.2

-イ トマキヒトデ 2 - 2.2 -

ク モ ヒ ト デ 3 -

- -ワ カ メ 0 0 0 0

コ ン プ 0 00 0
ホンダ ワ ラ類 1,920 - 1,282
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1 階 上 村 地 先

(1) 荒谷･A

昭和51年11月22日に放流したアワビ

は､昭和52年 7月 6日の調査で 3個､

昭和52年10月18日の調査で 4個再捕さ

れたが､昭和53年 6月22日の調査では､

全く再捕されなかった｡再捕された放

流アワビの成長は､冬期間をはさんだ

およそ7カ月間で約 3仰､同じくおよ

そ11カ月間で約19mであった.

昭和52年10月18日に放流したアワビ

は､昭和53年 6月22日の調査では全く

再捕されなかった｡

昭和53年 6月22日に放流したアワビ

について､ 6月29日に分散状況を観察

したところ､放流場所の追越寄りに比

較的多く移動し､又､放流場所の沖側

にもいくらか移動していたが､ほとん

どが放流場所付近にとどまっていて､

放流後 1週間の移動範囲は狭かった｡

(2) 追越 ･B

昭和51年11月22日に放流したアワビ

は､昭和52年 7月 6日の調査で 2個､

昭和52年10月18日の調査で 4個再捕さ

れたが､昭和53年 6月29日の調査では

全く再捕されなかった｡再挿された放

流アワビの成長は､冬期間をはさんだ

およそ7カ月間で約 2mhr､同じくおよ

そ11カ月間で約16nmであった｡

昭和52年 6月29日の調査では全く再

捕されなかった｡

(3) 追越 ･C

昭和53年 6月22日に放流したアワビ

について､ 6月29日に分散状況を観察

したところ､放流場所を中心として4

-57〝の範囲で10-20個が塊をなして

点在しており､放流後 1週間の移動は

大きくなかった｡又､昭和53年11月15
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日の調査では24個再捕され､成長は

夏から秋にかけてのおよそ5カ月間

で約15mmであった｡

2 佐井村原田地先

昭和51年11月13日に放流したアワビ

は､昭和52年10月26日の調査で83個､

昭和53年10月31日の調査で24個再捕さ

れた｡再捕されたアワビの成長は､お

よそ12カ月間で約13mm､およそ24カ月

間で約28mmであった｡

昭和52年10月26日に放流したアワビ

は､昭和53年10月31日の調査で56個再

捕され､成長はおよそ12カ月間で約17

mmであった｡

昭和53年10月11日に放流したアワビ

について､10月31日に分散状況を観察

したところ､放流場所を中心として20

∽程度の範囲にとどまっており､主と

して転石の裏側に集中していた｡

考 察

階上村地先の荒谷 ･A､追越 ･Bに昭

和51年11月に放流したアワビの成長は11

カ月間でそれぞれ19mnt､16mtmtであり､追

越 ･Cに昭和53年 6月に放流したアワビ

の成長は5カ月間で15mmであることから､

放流時期は初夏の方が好適であると考え

られる｡

佐井村原田地先に昭和51年11月に放流

したアワビの成長は12カ月間で13mm､24

カ月間で28m筋であり､昭和52年10月に放

流したアワビの成長は12カ月間で17mmで

あったが､放流時の殻長範囲 (10-38

mm)においては放流時の大きさがその後

の成長を左右する傾向は見られず､放流

後の成長は個体差が大きかった｡

階上村地先の追越 ･Cに昭和53年 6月

に放流したアワビの 5カ月後の再捕率は､

-154-

40

個

体 30

敬
20

宿
pEi
lO

O

0

10 20 30 40 50殻

長 (nrが)第11図 佐井村原田地先に放流し
たアワビ椎貝の殻長組成
(放流 昭和51年11月13日)

個体敬 0 10 20 30 40 50 60

殻 長 (

JrX)第12図 佐井村原田地先で
再捕された放流アワビの殻
長組成および放流時の殻長組成



放流時殻長10- 15mtmで0.12%､15- 20mmで

0.85%であり､佐井村原田地先に昭和51年

11月に放流したアワビの12カ月後の再捕率は､

放流時殻長10- 15m照で0%､15- 20mMTで2.81

%､20- 25m筋で1.33%､又､24カ月後の再捕

率は､放流時殻長10- 15mmで 0%､15- 20mm

で1.03%､20- 25mnTで0.37%､さらに､昭和

52年10月に放流したアワビの12カ月後の再捕

率は､放流時殻長10- 15ntmtで0.21%､15-20

mで2.85%､20- 25mtで1.28%であり､いず

れも放流時殻長15- 20mmtで再捕率が高い傾向

J纂｣ があり､このことから生残を左右すると思わ

れる放流サイズは殻長15- 20mmの範囲である

と考えられ､又､殻長15mtnT以下のアワビを天

然漁場に放流した場合､生残はあまり期待で

きないのではないかと考えられる｡
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